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形態による系統学的考察は、各群の比較を通してプラ
ンの変遷過程を構築することで行われるため、比較検討
の基準となるグラウンドプランの理解が最重要である。
昆虫類や節足動物の比較形態学的研究における問題点は
当該動物群のグラウンドプランの理解が未だ不十分であ
ることによる。
イシノミ目は翅を獲得する以前の原始的な体制をもつ

昆虫類である。各体節の特殊化の程度は低く、腹部にも
８対の機能的な付属肢をもつ。湿った岩上などに生息し
陸生藻類を餌とする生活様式は陸上進出直後の昆虫類の
それを受け継いでいると考えられる。
われわれは、動物種の７５％を占めるまでに発展した

昆虫類にあって、その大部分を構成する外顎類すなわち
真正昆虫類のグラウンドプランを再構築・再評価する目
的で、外顎類の最ベーサルクレードとされるイシノミ目
を対象に発生学的研究を行っている。今回は第一段階と
して、イシノミ目の発生過程をSEMにより観察・検討
し、１）イシノミ目の胚発生を詳細に把握し、また２）
昆虫類のグラウンドプラン解明において重要と考えられ
る検討事項を明らかにする。

材料と方法
ヒトツモンイシノミPedetontusunimaculatusMachida

を材料として発生学的研究を行い、２００５年５～６月、静
岡県下田市において約２５０個体を採集した。雌雄合わせ
て約１０個体を一つの容器で飼育し、卵を得た。採取した
卵を生理食塩水中で解剖、胚を摘出し、ブアン液で固定
した。その後１％オスミウム酸固定液で後固定し、臨界
点乾燥装置で乾燥、金蒸着を施して通常のSEMで、ま
たは無蒸着のまま低真空のSEMで観察した。

結果と考察
５～９月にかけて得た約５，０００卵をもとに、胚盤形成

後、孵化に至るまでの胚発生、全１４ステージを観察する
ことができた。また今回の観察から明らかになった発生

の過程はMachida（１９８１）の結果をほぼ裏づけた。ス
テージングはMachida（１９８１）に従う。

１．胚帯型
円形の小さな胚盤が伸長しながら前方から後方へ体節

を形成していく、典型的な短胚型の胚帯形成の過程が観
察された。
ヒトツモンイシノミに見られた典型的短胚型は真正昆

虫類における初原状態だと考えられる。真正昆虫類には
短胚型から長胚型までのさまざまな段階の派生プランが
みられ、高次系統を反映していると考えられているが、
その変遷過程を構築するためには初原状態の理解が重要
であり、そのような観点からイシノミ目の短胚をさらに
検討していきたい。

２．胚膜褶
すでに胚膜褶が解消しているステージ１の胚が観察さ

れる一方で、胚膜褶解消の途中で後半部が胚膜褶の下に
隠れているステージ４の胚が観察された。つまりヒトツ
モンイシノミでは胚膜褶の解消時期は一定しない。また
他の真正昆虫類に比べると胚膜褶の存在期間はきわめて
短く胚の保護機能はもちえないと考えられる。
胚膜褶は真正昆虫類の固有派生形質であり、胚膜褶の

獲得と変遷は真正昆虫類の成立と進化に深く関わってい
ると考えられる。定式化と機能獲得の程度が低いヒトツ
モンイシノミの胚膜褶は真正昆虫類の初原状態と考えら
れ、胚膜褶の変遷過程の描写にはイシノミ目の胚膜褶の
理解は不可欠である。その点を意識しつつさらに詳細な
観察、検討を行っていきたい。

３．腹器様構造
ステージ４の胚において前触角節神経節隆起に１対の

窪みが観察された。これは多足類などの神経節形成の際
に見られる腹器に類似している。
近年の神経発生学は、昆虫類と甲殻類の神経形成はと
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もに神経芽細胞neuroblastによるものであり、多足類の
腹器による神経形成とは大きく異なるものであるとの考
えを提出している。今回観察された窪みが腹器と対応づ
けられるものであれば、節足動物の高次系統における神
経形成様式の進化についての議論に大きな影響を与える
はずである。今後、組織学的・発生生物学的手法なども

用いて、この腹器様構造について詳細に観察・検討して
いきたい。
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